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要約 

・ American Association of Cardiovascular and Pulmonary Rehabilitation

（AACVPR）のウェブサイトに掲載された情報である。 

・ 施設内の心臓および呼吸リハビリテーションプログラムサービスの

再開に関する考慮事項について記載されている。 

・ 全ての患者は、プログラム参加前に、定期的な COVID-19 の検査

の施行が検討されている。また、高密度の検査ができない地域で

は、スクリーニング評価が行われる。 

・ 患者は、身体的距離の取り方、手指衛生、マスクの使用方法、そし

て咳エチケットについて教育される。 

・ マスクを着用により、患者の運動耐容能は低下する可能性がある。

そのため、運動処方に関する調整が考慮される。 

・ プログラム施行の際には、セッション時間を可能な限り短くする、距

離を保つ、個人用防護具（personal protective equipment： PPE）の使

用、そして換気などが重視される。 

・ 具体的注意点、運動機器管理、スタッフ安全対策、プログラム運

営方法など、推奨事項についても掲載されている。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ 心臓リハビリテーションプログラムを再開する施設に、参考となる具

体的な注意事項が掲載されている。 


